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研究報告
動物愛護をめぐる課題（１）
多頭飼育崩壊の背景と変遷
尾形 良子 今野 洋子
北翔大学人間福祉学部
抄 録
現在，所有明示措置の実施率と不妊去勢手術の実施率は増加傾向にある一方で，多頭飼育崩
壊の問題は多発しており，深刻化している。
多頭飼育崩壊にいたるまでには，避妊去勢の未実施という直接的な要因の他に，飼養者の精
神疾患を含む健康状態の悪化や，経済的問題や人間関係，高齢化，その他の問題など，複数の
要因が影響していることが把握された。
多頭飼育崩壊の背景や要因を検討する中で，改めて，動物の適正飼育の必要性が捉えられた。
キーワード：動物愛護，多頭飼育崩壊，飼養者の責任
 ．は じ め に
有史以来，人間は動物とともに生きてきた。狩猟のた
めや農耕のため等，動物は，人間の生活を支える存在で
あった。
しかし，時を経るにつれて家庭で子どものようにかわ
いがられる愛玩動物が現れるようになった。現在では，
愛玩動物の数は１５歳未満の子どもの数を上回るといわれ
ており，動物は人間が心豊かな生活を送るうえでの「伴
侶」ともいえる存在になってきている。
このような動物に関わる社会的状況を踏まえ，動物愛
護および適正な管理のより一層の推進をはかることをね
らいとし，２００５年（平成１７年）６月２２日，「動物の愛護
及び管理に関する法律」が改正された（資料１）。この
改正に至った理由として，近年の動物を対象とした虐待
や飼い主による遺棄，悪質な業者による動物の販売等，
動物に関する社会問題への対応が背景にある。
さらに，２０１２年（平成２４年）９月５日，「動物愛護管
理法」として改正された（資料２）。改正点のおもなも
のとしては，動物愛護管理法の目的，基本原則に「健康
及び安全の保持」および「人と動物の共生する社会の実
現」が追加されたことがあげられる。この背景には，東
北関東大震災による被災動物への対応も影響しているこ
とが考えられる。
また，「動物愛護管理法」には，所有者の責務とし
て，「逸走防止，終生飼養，繁殖制限」が追加された。
つまり，飼い主は飼養動物を保護し，飼養動物の繁殖を
管理し，最期まで責任を持つことが明記されたのであ
る。これは，動物を飼う以上，飼い主として当然の責務
であるが，法として明文化する必要があったともいえ
る。しかし，現在，１件あたり約５０～１００匹の犬や猫の
多頭飼育の問題が多発している。
そこで，本稿は，近年の動物愛護に関する状況の中で
も，特に多頭飼育崩壊の問題に着目し，その背景につい
て検討するものである。
資料１
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資料２
．多頭飼育崩壊の背景と変遷
１．動物愛護管理法における飼い主の責任
現在，動物の飼い主の責任について，「動物愛護管理
法（第７条第１～３項，第３７条）」においては，動物の
種類や習性等について，動物の健康と安全を確保するよ
うに努め，動物が人の生命等に害を加えたり，迷惑をか
けることのないよう努めなければならないことが明記さ
れている。
また，動物による感染症について正しい知識を持ち，
感染症の予防のために必要な注意を払うこと，動物が自
分の所有であることを明らかにするための措置を講じる
こと等に努めなければならないことが示されている。
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なお，所有明示については努力義務であるが，２００６年
（平成１８年）の環境省告示である「動物が自己の所有に
係るものを明らかにするための措置」において，家庭動
物および展示動物に装着・施術する識別器具として，マ
イクロチップ，入れ墨，脚環等が示された。
基本指針においては，所有明示は動物の盗難および迷
子の発生の防止に資するとともに，迷子になった動物の
所有者の発見を容易にし，所有者責任の所在の明確化に
よる所有者の意識の向上等を通じて所有者の意識の向上
等を通じて，動物の遺棄および逸走の未然防止に寄与す
るものとしている。
このような所有明示措置の実施率は概ね増加傾向に
図１．犬・猫の所有明示措置の実施率
図２ 犬の不妊去勢手術の実施率
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あった。
また，犬猫の飼い主は，みだりに繁殖することを防止
するために不妊去勢手術を行うよう努めなければならな
いことも明文化されている。
犬猫の繁殖能力は強く，１回の妊娠出産で２～５頭を
生み，年２回以上出産できることから，不妊去勢手術を
怠ると，多頭飼育の状態に陥りやすい。
不妊去勢手術に関しては，助成金を支給する自治体も
少なくなく，不妊去勢手術の実施率は増加傾向にある。
２．多頭飼育崩壊の現状
前項で示したように，所有明示措置の実施率と不妊去
勢手術の実施率は増加傾向にあるにも関わらず，その一
方で多頭飼育崩壊の問題は多発している
２００６～２００７年度２年間の多頭飼育についてみると，飼
育頭数２０頭未満の例が全件数（延べ１７７５件）中７割であ
り，５０頭以上の大量飼育の例はむしろ少数であった。多
頭飼育の飼養者は一般飼養者による例と動物取扱業者に
よる例の両方が見られるという特徴が捉えられた。ま
た，多頭飼育に関する苦情では，周辺の生活環境の悪化
（鳴き声・騒音・不衛生・悪臭）や生命・身体・財産へ
の危害のおそれ（逸走・徘徊）が多かった。
しかし，２０１１～２０１３年度の２年間の状況を新聞報道や
インターネットの記事等からみると，飼育頭数は６０～１００
頭の大量飼育の問題が目立っており，飼養者は一般飼養
者によるものが多くなっている。また，多頭飼育に関す
る苦情として，周辺の生活環境の悪化（鳴き声・騒音・
不衛生・悪臭）が多いという特徴が捉えられた。
約５年間の多頭飼育の飼養の問題をまとめたものが表
１である。約５年の間に，多頭飼育崩壊の問題は，むし
ろ拡散し，深刻化しているといえよう。
多頭飼育崩壊は，２０１４年１月に九州で６０頭の猫の多頭
飼育崩壊が起こり，翌月の２月には北海道で９９頭の猫の
多頭飼育崩壊が起こる等，全国各地で起きている。
なお，北海道札幌市では２０１３年２月に６０頭の多頭飼育
崩壊が起きており，１年という短期間で，わずか２件の
事例だけでも，約１６０頭に及ぶ猫が飼育放棄されたこと
になる。
２０１２年５月に報道された東京町田市の多頭飼育崩壊で
は，１０５頭の猫が飼育放棄された。行政と民間ボラン
ティア団体との協力により，１０５頭全頭が保護されるこ
とになった。しかし，その猫を２０頭保護した静岡県の民
図３ 猫の不妊去勢手術の実施率
表１ 多頭飼育崩壊の特徴
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間ボランティアの保護施設内で，二次被害として多頭飼
育崩壊が起きてしまった。
２０１４年２月に，北海道札幌市で９９匹の猫の多頭飼育崩
壊が起きた時点でも，市内の保護団体においてすでに５０
頭以上の猫を抱えており，保護が難しい状況にあった。
このように，現在の多頭飼育崩壊の問題は，対応に協力
する側を脅かすような危険性を孕んでいる。
３．多頭飼育崩壊に至るまで
前項に示した事例のうち，九州福岡市で６０頭の猫の多
頭飼育崩壊については，「ペットショップで購入した１
頭のアメリカンショートヘアーと拾ったペットショップ
で買った１匹のアメショーと拾った猫２匹の計３匹が，
「費用がかかるから」と避妊去勢手術を怠ったため
に，１１年で６０匹に増えたことが明らかにされている。
２０１３年２月の北海道札幌市の多頭飼育崩は，壊避妊手
術をしないで飼っていた１頭の猫が脱走し，妊婦猫とな
り家で出産し，その後，近親間で繁殖して，２年の内に
６０頭になったことが把握されている。
現在，猫の避妊去勢に要する費用は，１～３万円程度
である（費用を一部負担する自治体もある）。その費用
を惜しむことで，どのような利益も得られない。むし
ろ，直接的に多頭飼育崩壊につながり，猫の生命を脅か
し，多くの人を巻き込むことである。なぜ，避妊去勢と
いった飼育する動物の適正な飼養管理ができずに，多頭
飼育崩壊にいたるのであろうか。
近年では多頭飼育は「アニマルホーダー（Animal
Hoarder）」と呼ばれる一種の精神疾患の症状を呈する
動物収集癖があると考えられている１）。つまり，多頭飼
育崩壊にいたるまでには，避妊去勢の未実施という直接
的な要因の他に，飼養者の精神疾患を含む健康状態の悪
化や，経済的問題や人間関係，高齢化，その他の問題な
ど，複数の要因が影響していることが捉えられた。
．お わ り に
動物の飼い主は，その動物に対する責任をその動物が
命を終えるまで果たさなくてはならない。また，その責
任は適切なものでなければならない。
多頭飼育崩壊の背景や要因を検討する中で，改めて，
動物の適正飼育の必要性を感じた。
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図４：多頭飼育崩壊にいたるまでのプロセスモデル
（筆者らが独自で作成）
が飼養者，★は飼育動物を示した。
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